
　

開始年度 昭和39

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

1,500

将来目標

50

「実績」
縮小図る

1,700 1,500

3 3

50

単位

人

人

目標値 50

1,080

H28目標値

958 1,074

Ｈ 26 Ｈ 27

15,609

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

○交通安全パレード等の実施
○街頭における交通安全啓発活動（各季と毎月10日に実施）
○交通安全推進大会の開催（交通安全功労者等の表彰）
○市広報やホームページ等を利用しての交通安全啓発活動
○市営自転車駐車場での自転車交通ルールの啓発事業

基本
方針

3,28115,795

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.20

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

交通安全対策基本法
所沢市交通安全推進協議会交付金交付要綱

部課コード 051700 ℡

法定受託＋附加

事業コード
交通安全運動推進事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

051702

①事務事業名

終了年度 年度

交通安全課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 庶務

■ □ □

年度

343,321

→

事業の種別

交通安全節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市交通安全計画

急激な車社会の到来により、交通事故による犠牲者が増加傾向となり、市・警察・交通安全推進団体が一体となり啓発活動を積極的に推進
し、交通事故の防止を図る必要が生じた。

総合計画の体系 章 安心・安全 交通安全意識の普及啓発

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

3,300

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民全体 平成

4.90

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けてもらうことで、交通事故死傷者数が減少することを目的と
する。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

343,067

15,795

人） （

1.45人 12,557

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

15,609

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

3,294

（

27 年度平成

12,357

（千円） 年度 （千円）

3,281

3,252 3,238

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

1.45人

交通事故発生件数
（負傷者数）

負傷者数

交通事故発生件数
（死者数）

死者数

1,811

人 3 8

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

1,706

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

交通安全運動 参加人数

％ 達成率 94 -220

　 項目名 項目説明

成果指標 死傷者数の減少数

継続

自転車事故が多いことを受け、「夏の交通事故防止運動」における市の重点目標を
「自転車事故防止」と掲げ、自転車事故の防止に努めている。

50

実 績 47 -110
前年死傷者数－当年死傷者数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

交通安全課長　田中　政美

終了

次年度予算

評価日 H28.7.27 評価者職氏名

理由
　将来目標として、より多くの市民に交通安全運動に参加していただき、さらな
る交通事故の減少を目的としているため。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
交通事故の死傷者数が増加しており、交通事故死傷者を減らすためには、よ
り交通安全関係団体と連携を図りつつ、各季の交通安全運動期間等のほか、
機会を捉え交通事故防止の啓発活動を実施しなければならないため。

拡大 縮小

5-2安心な都市空間の整備 無

無
交通安全啓発チラシの配布

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

今後も、所沢警察署はじめ関係機関と連携し、機会がある毎に、「高齢者の
事故」、「自転車の事故」及び「交差点での交通事故」防止の啓発活動に努
めていく。

平成26年度に比べ、より多くの市民に交通安全運動に参加していただいた。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

　高齢者、歩行者及び自転車での事故が増加したことで、前年度に比べて
死傷者数が増加してしまった。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


